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長年にわたり神戸大学理学部付属臨海実験所長を勤めら
れ，海産多核緑藻類の生殖・生活史研究や瀬戸内海の海藻相
研究などにユニークな業績を残された神戸大学名誉教授 榎
本幸人先生（図 -1）が令和 2（2020）年 1月 4日に逝去された。
榎本先生は多様な人脈と趣味をお持ちだった方で，われわれ
がそのお人柄や業績をどの程度把握できているのかは非常に
心許ないところであるが，岩屋臨海実験所の榎本先生のもと
で卒業研究を行うことで藻類学との関わりを持つことになっ
た奥田と，榎本先生のご退官後，先生が心血を注いで整備・
運営された臨海実験所の運営を引き継いだ川井が，簡単にで
はあるが先生のご業績を紹介し，また，思い出を語ることで
先生への哀悼の意を表したい。
榎本幸人先生は，昭和 8年のお生まれで，都立石神井高校

を卒業後，昭和 28（1953）年に北海道大学理類に入学された。
教養部時代は馬術部に所属しておられたと聞いているが，学
部に移行する 3年生からは理学部生物学科（植物学専攻）に
進学し，昭和 32（1957）年に卒業された。榎本先生が在籍
された当時北大理学部では卒業研究というシステムは無かっ
た。このため卒業後，北海道千歳高校と札幌西高校で教諭と
して勤めながら，北海道大学理学部植物分類学教室で山田幸
男先生のご指導のもと，研究生として海藻類に関する研究を
始められた。
榎本先生は，北海道で藻類研究にスキューバ潜水を導入さ

れたパイオニアの一人であり，おそらく研究生の間に東京で
講習を受けてスキューバ潜水を始められ，植物分類学教室に
広められた。筆者の一人，川井も北大で修士課程の学生時代
にスキューバ潜水を始めたが，その基礎を作られたのが榎本
先生であると言うことを，当時，同教室で中心になって潜水
調査をおこなっておられた山田家正先生から伺った。また，
同教室が阿寒町から受託していた，特別天然記念物である阿
寒湖のマリモの生態調査にも，榎本先生にはるばる淡路島か
ら参加して，潜水調査をお手伝い頂いていた。

榎本先生は，その後，昭和 37（1962）年から約 1年間
の和歌山県立医科大学の助手勤務を経て，翌年の昭和 38
（1963）年 5月には神戸大学理学部助手として着任された。
当時，神戸大学理学部系統学教室は，昭和 29（1954）年の
理学部設置以来，同じく山田幸男先生門下の廣瀬弘幸先生が
教授を務めておられ，廣瀬先生の臨海実験所設置に向けたご
努力の結果，淡路島の岩屋町から土地および建物の寄贈を受
け，昭和 38（1963）年に岩屋臨海実験所がスタートした。
昭和 41（1966）年に岩屋臨海実験所の教官定員が配置され
た際，榎本先生はその専任教官となられ，以来約 35年にわ
たり臨海実験所と共に研究生活を送られ，昭和 58（1983）
年以降は平成 9（1997）に定年退官されるまで臨海実験所長
を務められた。
岩屋臨海実験所は，全国に約 20ある理学系の臨海実験所

としては，最も遅くに設置されたものの 1つで，またその規
模も小さい実験所である。建物は，著者の 1人，奥田が在籍
した頃は寄贈当時のままで木造の平屋であったが，古い外観
にもかかわらず，内部は事務室，実習室，実験室，研究室，
宿泊室，浴室（五右衛門風呂だった）など，それぞれきれい
に使い勝手良く改装・整備されていた。後述するように，榎
本先生は昭和 50（1975）年にイタリアのナポリ臨海実験所
で在外研究をされた。その翌年，奥田は 1年間，榎本先生か
ら卒論指導を受けた。臨海実験所に来て最初の 2，3ヶ月は
天板が曲がり割れてしまっているぼろぼろの木造机を奥田専
用の実験机に修繕する作業であった。廃材を切ったり，かん
ながけしたり，ほぞとほぞ穴を作って枠を組み立てた新たな
天板にデコラ張りする榎本先生を傍でアシストしながらその
やり方を教えてもらうのに明け暮れた。榎本先生の木工製作
技術は工作の水準を超え，プロの大工の腕に匹敵した。それ
で，臨海実験所の実験室や実習室はこのような榎本先生の独
自の創意工夫と細やかな配慮が隅々に行き届き，合理的に使
いやすくしつらえられているという事実を理解した。卒論研

榎本幸人先生を悼んで

図 -1　ご近影（1980年）
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究の指導も大工作業と同様であった。器具の洗浄・滅菌から
始まってフィルム現像・印画紙焼き付けまであらゆる実験手
法は先生がなされる一挙手一投足を直接付き従いながら見よ
う見まねで体得した。
昭和 58（1983）年に岩屋臨海実験所は全面的な増改築が

行われ，鉄筋 2階建てで，20名程度の宿泊が可能な実習施
設と，藻類の培養実験を前提としたコンパクトな研究室が作
られた。また，榎本先生がご結婚された折と聞いているが，
実験所の裏手には平屋の職員宿舎が建てられており，榎本先
生が近くにご自宅を建てて引っ越された後は，外来研究者の
宿舎として使われていた。後述する臨海実験所が改組して作
られた内海域機能教育研究センターに助手として着任された
神谷充伸氏（現東京海洋大学）も，しばらくの間この宿舎に
住んでおられた。増改築以降も臨海実験所は，榎本先生が心
血を注いで維持管理をされた。先生のご退職後も榎本スタン
ダードを引き継いで，現在でも管理が行き届いており，学
内の実習や公開臨海実習などで宿泊利用する学生の満足度が
最も高い施設の１つであろう。ちなみに，岩屋臨海実験所で
は，宿泊者用の食器は，学生食堂で見るような味気ないプラ
スチック製ではなく，汁椀以外はすべて陶器かガラスである。
厨房のガスレンジは業務用で，強力な火力を発揮し，大人数
の料理を一気に美味しく仕上げることができる。また，学生

実習の顕微鏡は，実習のたびにレンズや鏡筒を外して，掃除
した上で，デシケーターで保管されており，20年近くが経
過してもカビや錆とは無縁であった。これらのことをとって
も榎本先生のこだわりが良くわかる。
榎本先生はヨットが大好きで，実験所の近くに新築され

た瀟洒な和風のご自宅の中二階に，ヨットのキャビンを模し
たデザインで，また実際にヨットに使われる床材を敷いた小
部屋を設置されたほどであった。ヨットが風上へ進む原理や
操船法などについて学生らに黒板を使っていつも熱心に説明
されていたが，ついに何人かの卒業生と共同で本物のヨッ
トを購入・所有するという夢を叶えられた。そのヨットは
「MEKARI」と命名され，卒業生やお客さんが来るたびに浦
港を出航して淡路島沿岸を勇ましく爽快に帆走した（図 -2）。
平成 7（1995）年には，この臨海実験所を基礎として，榎

本先生が学部内の地学（海洋学）系の教官と連携して構想を
練られた学内共同利用の教育研究施設「内海域機能教育研究
センター」として拡大改組が行われた。筆者の一人，川井は
この機会に理学部から同センターへ異動し，短い期間である
が榎本先生と同じ組織で働かせていただくこととなった。ま
たこの改組に伴って，理学部付属の臨海実験所はセンターに
付属する臨海施設「マリンサイト」と名前を変えることにな
り，また同センターの初代センター長はご退官までの２年間，
榎本先生が務められた。
研究面では榎本先生は昭和 48（1973）年に北海道大学理

学研究科から「多核緑藻類の生殖・生活史に関する研究」に
より理学博士を授与され，その後も主に多核緑藻を研究材料
として用いられてきた。先生がどのような理由で多核緑藻に
関する研究を始められたのかについて直接伺ったことはない
が，淡路島にはフサイワズタやタマゴバロニアなどの大形の
藻体を作る多核緑藻が多く生えており，そのことも１つの
きっかけだったのかもしれない。また，この研究テーマでは，
先生が併任しておられた神戸大学自然科学研究科の博士課程
に在籍していた大葉英雄氏をはじめ，修士課程の大学院生，
学部卒論生らと一緒に研究を進められ，その成果は「藻類生
活史集成」における多くの種の記述でも見ることができる。
榎本先生は，昭和 50（1975）年にはイタリアのナポリ臨

海実験所で在外研究を行われたが，現地の文化や食習慣をい
たく気に入られたようで，その後もイタリアの研究者とは活
発な交流を行われた。平成 2（1990）年には，いずれも臨海
実験所長で，仲の良かった北大・海藻研究施設の舘脇正和先
生，筑波大・下田臨海実験所の横濱康継先生（畏敬を込めて
「臨海実験所の三変人」と呼ぶ人たちもいたと聞く）を誘っ
てイタリア・サルディニア島に新設された国際海洋センター
のサマースクールで講師を勤められた。また，食習慣では，
イタリア製の小さなアルミのエスプレッソメーカーで入れる
ラバッツァのエスプレッソは先生のお気に入りであった。
一方で，鹿児島大学の南太平洋海域への調査航海に参加し

て，この海域の海藻フロラに関する研究を行われ，ミクロネ
シアやパプアニューギニアの海藻相について報告された。こ

図 -2　共同所有しておられたヨット「MEKARI」で（1981年）
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の調査では，航海に用いた船にはかなりの量の個人的な荷物
を載せられるという利点を生かして，大量の海藻サンプルと
共にさまざまな民俗資料（？）も持ち帰られ，当時，臨海実
験所は小さな民族博物館のようであった。この調査航海に一
緒に参加された鰺坂哲朗先生とのさまざまなエピソードは，
南方の島々について全く予備知識の無いわれわれには，どこ
までが本当で，どこからが冗談なのかが分からない，奇想天
外な話も多かった。
また国内では，臨海実験所のある淡路島周辺や兵庫県の日

本海沿岸の海藻植生に関する研究のほか，多くの海藻研究者

の協力のもと，調査実習船「おのころ」を用いて，瀬戸内海
全域の海藻相を調べ，乾燥植物標本集（エキシカータ）のた
めの標本を採取する大規模調査を企画・主催された。このプ
ロジェクトは，約 10年にわたり 30名をこえる藻類研究者の
参加を得て実施され，最終的な成果として「瀬戸内海海産藻
類標本集」として刊行，配布された。すなわち，調査で収集
した 20万点におよぶ海藻乾燥標本を元に，188種，265葉
の乾燥標本を冊子としてまとめた全 6巻の標本集 150部を
作成し，国内外の標本室や研究者に寄贈するという，未曾有
の規模のプロジェクトであった。この際，分類学的な混乱を
避けるため，可能な限り，全ての標本集に同じ産地で同じ時
に採集された標本を使用するという方針をとったため，その
採集はかなり過酷な作業であった。
平成 9（1997）年にはエキシカータの刊行を記念して国際

シンポジウムが開催された。シンポジウムには演者，ゲスト
としてロバート・キング教授（Prof. R.J. King：マングロー
ブの海藻類の研究者でアジア太平洋藻類学会連合創設メン
バーの一人），ジェニン・オルセン教授（Prof. J.L. Olsen：
海藻・海草類の分子系統学的研究のパイオニアの一人），李
仁圭教授（Prof. In Kyu Lee：韓国ソウル大学教授でアジア
太平洋藻類学会連合創設メンバーの一人），吉田忠生教授（北
海道大学）らを招へいし，100名近い参加者に集まっていた
だいた。その後，先生はご退官に当たって，理学部で「海産
多核藻類」と題した最終講義を行われた（図 -3）。また，ご
指導を受けた卒業生や現役・OB教職員によるマリンサイト
での送別会（図 -4），生物学科の教官による神戸港からのク
ルーズ船「パルメデール」での船上送別会などが行われ，皆
で先生の大学へのご貢献に感謝した。

図 -3　神戸大学理学部での最終講義（1997年）

図 -4　マリンサイトでの OB, 教職員らによるご退官送別会で奥様と（1997年）
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榎本先生は神戸大学のご退官後は，熱海に住まいを移され
たが，時折マリンサイトを訪ねて下さり，常駐のスタッフと
さまざまな思い出話をしておられたと聞く。また在職中から
神戸市から受託しておられた，神戸市垂水海岸の海産生物相
調査は退官後も継続して実施され，先生が亡くなられる数年
前には長期モニタリング記録としてまとめられた。
岩屋臨海実験所を訪れ，榎本先生にお会いになった方々は

少なからず先生の手料理が振る舞われたのではないかと推察
する。和洋中華全般に味にはうるさかったが，とりわけ魚料
理はこだわりがあった。旬と新鮮さ，包丁の研ぎ具合，煮魚
の火入れ時間の見切りなど，自らがもてなす最上のものを目
指された。訪問者は言うまでもなく，学生・職員に対しても
奥さまと一緒に家族ぐるみで温かく親切に歓待された。淡路
島近海で獲れた瀬戸内のとれとれのお魚料理と美味しいお酒
で目を細めて明るく楽しく笑っている榎本先生の表情が懐か
しく思い出される。心からご冥福をお祈り申し上げる。
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